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今日のおはなし

相談支援専門員として

- 価値・考え方
- 知識・技術
- プロセス
- ツール

相談支援体制として

- 地域での共通認識
   - プロセスの管理

- 連携の土台づくり
- ツールとルールと

まとめ



相談支援の基本的視点

‐ 個別性の重視
‐ 生活者視点・QOLの重視
‐ 本人主体、本人中心
‐ 自己決定（意思決定）への支援
‐ エンパワメントの視点、ストレングスへの着目
‐ 権利擁護（アドボカシー）
‐ 地域の多様な資源へのアクセスと活用、資源開発
‐ チームアプローチ、多職種連携



ケアマネジメントのプロセス



インテーク

‐幼児期におけるインテークは“障がい”よりも“発達”が土台に
 - 学齢期におけるインテークは自己認知と保護者との関係性に注意が必要
 - 誰の？何が？問題で、解決しないといけないことはなに???
 - 育ちを促すのか、スキルを教えるのか、環境を整えるのか・・・
- ライフステージごとの発達課題と環境とキーパーソンの変化への理解

 

言葉が遅い
始歩が遅い
発達の指摘

受診
検査
診断

【keyword】

相談 療育等の
利用検討 インテーク



- 言語情報

- 視覚情報

- 聴覚情報

メラビアンの法則

第一印象が9割



１．インテーク

- 関係づくり
 ・安全で安心な環境であること
 ・プライバシーへの配慮、椅子、机、温度、明るさ…
 ・受容、共感、非審判的態度、意図的な感情表出、個別化、自己決定…

- 情報収集
・こども、家族、所属、環境に関する情報
・思い、願い、困り、不安…
・思想、価値観、ナラティブ

- 情報提供
・面接の目的や見通し
・相談支援の役割や目的、手続き（守秘義務、契約なども）の流れなど
・福祉サービスもしくはそれ以外の相談先や優先度の高い対応など



親が障害のあるわが子を受容していく過程での支援（第4報）：佐鹿孝子



２．アセスメント

- 発達課題と障がい特性の理解
 ・最低限の知識と説明やコーディネートに必要な理解
 ・必要な情報を得るための選択肢の幅（こどもの行動観察、発達検査結果など）
 ・保護者の知識と理解と認識の確認

- 広さと深さと見通しと
・相談支援事業所として必要な広さと深さの範囲
・成長やライフステージごとに変わる状況とニーズの予後測
・解決すべき問題と達成すべき課題の整理

- ジェノグラムと3つの軸
・ジェノグラムの活用はファシリテーションとしても有効
・地域での共通認識とこども、家族の範囲への配慮

・時間軸と空間軸と対人関係軸とで確認



10

氷山モデル

‐落ち着きがない
‐集団に参加できない
‐不登校
 - 友達とトラブルが多い

見える様子

要因となる特性

環境

- 暗黙的学習
- 注意の問題
- 実行機能の問題
- 聴覚情報処理の問題
- 社会的認知の問題

＋感覚処理

- 暗黙的学習
- 注意の問題
- 実行機能の問題
- 聴覚情報処理の問題
- 社会的認知の問題

＋感覚処理

- 暗黙的学習
- 注意の問題
- 実行機能の問題
- 聴覚情報処理の問題
- 社会的認知の問題

＋感覚処理



発達障がい（神経発達症）とは

政府広報オンラインgov-online.go.jp



“カンニング”って？

隣の子を見てはいけない！

‐ テスト → ×

‐ 休み時間 → ○

‐ 授業中 →

良い⇔悪い 曖昧な・中間・適当・グレー
があることも“教える”

△



- アセスメントにおいて相談支援専門員
やケースによって聞き取りの差がでな
いようにすること

- 児童に特化した内容が必要

- 保護者、事業所、相談員が共有できる
※何度も聞かれることへの抵抗感

倉敷市障がい児のサービス利用に関する様式



３．計画作成

- 主体はこども
 ・最低限の知識と説明やコーディネートに必要な理解
 ・必要な情報を得るための選択肢の幅（こどもの行動観察、発達検査結果など）
 ・保護者の知識と理解と認識の確認

- 本人支援・移行支援・家族支援・地域支援
・5領域｢健康・生活｣｢運動・感覚｣｢認知・行動｣｢言語・コミュニケー ション｣

｢人間関係・社会性｣の視点とオーダーメイド
・時期、タイミング、見通し
・役割の違いと役割分担の具体化

- 幼児期や医ケア児においては抽象的な目標も
・体験やプロセス、その機会を提供すること自体が目標になることも
・長期目標と、そこに向けたステップ、ペースの共通認識

・イメージするのは「作戦！」



- 発達や成長を促すのか

- 発揮できるための手立て、スキルを教えるのか

- 環境を整えるのか（合理的配慮も）

- こどもと家族それぞれのエンパワメントを

チームとしての方針の羅針盤





論点① インテークの前と後と

‐相談支援事業所として受ける対象の具体化と地域での整理

‐保護者が相談支援事業所を選択できるための手立て

‐医療と医師の役割の明確化とプロセスの周知

‐共通認識を図るためのリーフレットの作成 など

‐保健、保育、教育とのプロセスや各機関の役割の共通認識

‐保護者が相談支援事業所に連絡するタイミングの確認

‐一般相談と相談支援事業所における基本相談の目的、役割の整理

‐相談支援事業所に相談が入ってくるルートの確認、設定



論点②③ アセスメント→ 計画作成

‐アセスメントの価値、目的、視点の共有

‐アセスメントのハードルを下げるための手立て（研修、様式、マニュアル等）

‐アセスメントの量と質を担保するための手立て

 - 医療、保健、保育、教育 連携のための土台づくり

‐相談支援→療育事業所の共通認識とルールの設定

‐地域での事例検討やGSVでの支援者支援と継続的な人材育成

 -  計画相談かセルフプランか、基準と判断のタイミングの設定









まとめ

相談支援専門員として

- 対象と範囲の具体化
- 療育事業所を知る、見る
- 関係機関を知る、見る
- 相談できる先をつくる

   - ツールの活用 

相談支援体制として

- 地域での共通認識
   - プロセスとルールの設定

- 連携の枠組みづくり
   - 支援者支援（OJT、GSV）

- ツールの作成と活用
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